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内林新池�

  都市公園�
　　　 た　  の　  し�

「健楽憩の園」�

  都市公園�
　　　 た　  の　  し�

「健楽憩の園」�

至 園部町市街地�至 園部町市街地�

　
京
都
新
光
悦
村
と
は�

　
工
事
完
成
ま
で
の
あ
ゆ
み�

　
南
丹
市
園
部
町
内
林
町
・
瓜
生

野
地
区
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
園

部
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
す
ぐ

の
と
こ
ろ
に
、
平
成
十
八
年
度
末

の
完
成
を
目
指
し
、
「
京
都
新
光

悦
村
」
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。�

　�

�

　
安
土
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
初
期

の
芸
術
家
「
本
阿
弥
光
悦
」
は
、

俵
屋
宗
達
や
尾
形
光
琳
な
ど
と
と

も
に
日
本
を
代
表
す
る
美
術
史
上

の
潮
流
で
あ
る
琳
派
の
一
人
で
、

京
都
洛
北
・
鷹
ヶ
峰
の
地
に
、
工

芸
に
か
か
わ
る
各
分
野
の
職
人
た

ち
を
引
き
連
れ
て
移
り
住
み
、
後

に
「
光
悦
村
」
と
呼
ば
れ
る
芸
術

家
村
を
形
成
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
、
次
々
と
新
し
い
技
や
表
現
が

生
み
出
さ
れ
、
日
本
の
芸
術
・
工

芸
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
「
光
悦
村
」
の
精
神
を
継

承
し
、
伝
統
産
業
と
先
端
産
業
の

盛
ん
な
京
都
の
地
に
「
新
た
な
生

活
文
化
の
創
造
と
産
業
の
活
性
化

を
め
ざ
す
新
産
業
拠
点
」
を
整
備

し
よ
う
と
計
画
さ
れ
て
き
た
の
が

京
都
新
光
悦
村
で
す
。�

��

　
平
成
二
年
一
月
、
第
四
次
京
都

ほ
ん
あ
み
こ
う
え
つ�

た
わ
ら
や
そ
う
た
つ�

お
が
た
こ
う
り
ん�
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　「京都新光悦村」はこれからの産業や
ものづくりのあり方を示す新しいスタイ
ルの産業拠点として注目を浴びています。�
　伝統産業を今にとらえ、最先端産業と
の交流により新たな生活文化産業が、こ
の「京都新光悦村」から生まれます。�

半田原池�

京都縦貫自動車道�

至 園部町熊崎�至 園部町熊崎�

府
総
合
開
発
計
画
の
中
で
、
新
し

い
時
代
を
切
り
開
く
産
業
施
策
と

し
て
、
国
際
的
な
工
芸
村
づ
く
り

の
展
開
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。�

　
平
成
三
年
、
「
新
光
悦
村
構
想
」

が
策
定
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
関

心
を
持
つ
三
十
七
の
企
業
で
「
新

光
悦
村
研
究
会
」
が
発
足
し
、
園

部
プ
ラ
ン
の
研
究
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。�

　
平
成
六
年
三
月
、
「
第
二
次
園

部
町
総
合
振
興
計
画
」
の
中
で
、

園
部
町
北
部
の
丘
陵
地
を
「
新
都

市
機
能
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
づ
け
、

地
元
で
「
平
山
」
と
呼
ば
れ
て
き

た
こ
の
地
で
計
画
を
進
め
る
こ
と

と
な
り
、
平
成
七
年
か
ら
用
地
の

買
収
を
進
め
て
き
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
平
成
九
年
に
京
都
府

が
事
業
主
体
と
な
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
、
平
成
十
三
年
か
ら
は
、
京

都
新
光
悦
村
へ
の
都
市
計
画
街
路

工
事
に
着
手
。
ま
た
、
造
成
に
先

立
ち
「
半
田
原
池
」
と
「
内
林
新

池
」
の
二
つ
の
調
節
池
が
造
ら
れ

ま
し
た
。
　�

　
平
成
十
六
年
か
ら
造
成
工
事
が

始
ま
り
、
区
域
内
の
道
路
、
上
下

水
道
、
公
園
工
事
な
ど
が
進
め
ら

れ
、
平
成
十
八
年
八
月
末
の
時
点

で
工
事
の
進
ち
ょ
く
率
は
九
十
五

㌫
と
な
っ
て
お
り
、平
成
十
八
年
度

末
に
全
て
の
工
事
が
完
了
し
ま
す
。�
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京
都
新
光
悦
村�

　
　
　
　
　
　
整
備
の
概
要�

���

　
京
都
新
光
悦
村
は
、
京
都
縦
貫

自
動
車
道
園
部
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
西
隣
に
位
置
し
て
お
り
、
全

体
面
積
は
約
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
う
ち
約
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
分

譲
さ
れ
ま
す
。
分
譲
区
画
数
は
五

十
八
区
画
で
、
三
百
平
方
㍍
か
ら

千
平
方
㍍
の
区
画
が
三
十
六
区
画
、

最
大
が
一
万
平
方
㍍
余
り
の
区
画

が
あ
り
ま
す
。
伝
統
工
芸
の
工
房

な
ど
の
立
地
を
想
定
し
て
小
規
模

な
区
画
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い

る
こ
と
が
、
ほ
か
の
工
業
団
地
と

は
異
な
っ
た
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

　
全
体
事
業
費
は
約
五
十
億
円
で
、

う
ち
関
連
公
共
事
業
と
し
て
、
南

丹
市
が
、
国
の
補
助
金
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
整
備
し
た
道
路
や
上

下
水
道
・
公
園
な
ど
の
事
業
費
が

約
十
億
七
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

　
区
域
内
に
は
、
駐
車
場
や
近
隣

公
園
「
健
楽
憩
の
園
（
た
の
し
の

そ
の
）
」
、
半
田
原
池
水
辺
公
園

な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
が
散
策
な
ど

に
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
を
整
備

し
て
い
ま
す
。�

　
九
月
二
十
一
日
か
ら
分
譲
申
し

込
み
の
受
け
付
け
が
開
始
さ
れ
、

伝
統
と
文
化
の
も
の
づ
く
り
産
業

や
先
端
産
業
な
ど
の
事
業
所
を
経

営
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
か
ら
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。�

　
分
譲
価
格
は
一
区
画
あ
た
り
一

千
万
円
強
か
ら
二
億
五
千
万
円
強

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
進
出
者
に
は
、
自
然
環
境
に
配

慮
し
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る
法

令
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
公
害

が
発
生
し
な
い
よ
う
、
適
切
か
つ

十
分
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
京
都
新
光
悦
村
へ
の
進

出
者
に
対
し
て
、
京
都
府
に
お
い

て
は
不
動
産
取
得
税
の
減
免
や
投

下
固
定
資
産
額
お
よ
び
新
規
雇
用

者
数
の
増
加
に
対
す
る
補
助
金
、

融
資
制
度
が
あ
り
、
南
丹
市
に
お

い
て
も
「
京
都
新
光
悦
村
企
業
立

地
促
進
条
例
」
で
企
業
立
地
奨
励

金
や
雇
用
促
進
奨
励
金
の
交
付
を

制
度
化
す
る
な
ど
早
期
の
企
業
進

出
・
操
業
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。�

▲9月24日に行われた住民見学会�

▲上空から見た京都新光悦村周辺�

京都縦貫自動車道園部インターチェンジ�

道の駅  京都新光悦村�

　
京
都
新
光
悦
村
に
対
す
る
期
待
を
、内
林

町
区
長
の
矢
野
敬
太
郎
さ
ん（
六
十
四
歳
）に

伺
い
ま
し
た
。�

▲矢野敬太郎さん�

 

矢
野
さ
ん
は
「
か
つ
て
農
村
地

域
で
あ
っ
た
内
林
町
に
京
都
新

光
悦
村
の
構
想
が
出
さ
れ
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
区
画
整
理
の
事

業
化
が
決
定
し
、
地
区
と
し
て

も
振
興
対
策
委
員
会
を
設
け
て

協
議
し
て
き
ま
し
た
。
区
民
は

生
活
環
境
が
日
々
変
化
す
る
中
で
、

「
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン
内
林
」

の
町
並
み
か
ら
、
も
の
づ
く
り

の
精
神
を
元
に
、
新
し
い
交
流

が
生
ま
れ
、
心
豊
か
な
人
情
の

ま
ち
づ

く
り
、

そ
し
て

京
都
新

光
悦
村

の
技
術
・
文
化
が
世
界
に
発
信

さ
れ
る
町
と
し
て
発
展
す
る
こ

と
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

京
都
新
光
悦
村
の
完
成
に
ご
協
力
、

ご
努
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
、

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�



5 広報なんたん10月号

2006.10

��

　
現
在
、
陶
芸
や
木
工
、
ガ
ラ
ス

な
ど
の
工
芸
作
家
や
食
品
産
業
、

機
械
金
属
、
電
子
部
品
な
ど
先
端

産
業
の
企
業
な
ど
か
ら
京
都
新
光

悦
村
へ
の
関
心
が
高
く
、
「
伝
統

と
先
端
の
融
合
」
と
い
う
理
念
に

賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
や
個
人
の

進
出
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。�

　
ま
た
、
京
都
伝
統
工
芸
専
門
学

校
を
経
営
す
る
学
校
法
人
「
二
本

松
学
院
」
が
、
卒
業
生
を
中
心
と

し
た
若
手
職
人
の
独
立
を
支
援
す

る
た
め
の
施
設
や
、
観
光
客
の
体

験
工
房
な
ど
も
設
け
る
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
京
都
縦
貫
自
動
車
道
に
隣
接
し
、

平
成
二
十
一
年
に
複
線
化
さ
れ
る

Ｊ
Ｒ
園
部
駅
か
ら
近
い
距
離
に
立

地
す
る
交
通
至
便
な
京
都
新
光
悦

村
。
千
年
の
都
、
京
都
が
は
ぐ
く

ん
で
き
た
伝
統
工
芸
を
目
指
す
人
々

と
先
端
産
業
に
従
事
す
る
人
々
が

集
う
軈
京
都
新
光
悦
村
軋
に
対
し

て
、
南
丹
市
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。�

　
京
都
新
光
悦
村
へ
の
期
待�

▲京都新光悦村内の道路�

▲都市公園「健楽憩の園」�

研�

伝�

産�

商�

学�

癒�

研�

伝�

産�

商�

学�

癒�

森の中の研究�
開発の場�

工芸工房の集積の場�
（継承と交流）�

未来をデザイン�
する学習の場�

新しいものづくりの場�

お出迎えの場�

里山を中心とした公園�

森の中の研究�
開発の場�

工芸工房の集積の場�
（継承と交流）�

未来をデザイン�
する学習の場�

新しいものづくりの場�

お出迎えの場�

里山を中心とした公園�
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、各
家

庭
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使
っ
て

テ
レ
ビ
放
送
・
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
・
自
主

放
送
を
視
聴
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
れ
ら
基
本
サ
ー
ビ
ス

南
丹
市

南
丹
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
日
吉
町
地
域
）

日
吉
町
地
域
）の
加
入
申

加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す�
南
丹
市

南
丹
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
日
吉
町
地
域
）

日
吉
町
地
域
）の
加
入
申

加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す� �

南
丹
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
日
吉
町
地
域
）の
加
入
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す�

　南丹市では、都市部との情報格差をなくし、市民
の皆さんにさまざまな情報サービスの提供ができる
快適な環境を創るため「南丹市地域情報通信基盤
整備事業」に取り組んでいます。�

―3―�

情報整備�

シリーズ�シリーズ�
情報整備�

加
入
促
進
期
間
に
つ
い
て�

通
信
方
法
に
つ
い
て�

　
各
家
庭
や
事
業
所
、公
共
施
設
を

光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結
び
、ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。�

　
サ
ー
ビ
ス
開
始
は
、日
吉
町
地
域

で
は
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
、八
木
町
・

美
山
町
地
域
に
つ
い
て
は
平
成
二
十

年
四
月
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

��

　
南
丹
市
全
域
に
張
り
巡
ら
せ
る

光
フ
ァ
イ
バ
ー
幹
線
か
ら
、各
家

庭
や
事
業
所
に
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き

込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
日
吉
町
地
域
で
は
平
成
十
九
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
加
入
申
し

込
み
を
す
る
と
、基
本
加
入
金（
四

万
円
）が
半
額
と
な
り
、通
常
は
個

人
負
担
と
な
る
引
き
込
み
工
事
も

無
料
と
な
る
加
入
促
進
期
間
を
設

け
ま
し
た
。�

　
八
木
町
地
域
と
美
山
町
地
域
は

平
成
十
九
年
十
二
月
ま
で
を
加
入

促
進
期
間
に
予
定
し
て
い
ま
す
。�

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
申
し
込

み
は
、各
支
所
か
南
丹
市
情
報
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
支
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、加
入
促
進
期
間
以
降
は
、

こ
の
制
度
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　�

　
園
部
町
地
域
に
つ
い
て
は
、平

成
二
十
四
年
か
ら
二
十
五
年
に
か

け
て
、現
在
の
ケ
ー
ブ
ル
の
張
り 

替
え
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、そ

れ
ま
で
は
今
ま
で
ど
お
り
の
取
り

扱
い
に
な
り
ま
す
。�

◆利用料金�

区　分� サービス内容�

1,500円/月�

金　額�

FMラジオ�

テレビ放送�

80.2MHz－FM802�

82.8MHz－NHK－FM�

1ch－NHK総合�

3ch－KBS京都�

4ch－毎日放送�

6ch－朝日放送�

8ch－関西テレビ�

85.1MHz－FM大阪�

89.4MHz－FM京都�

10ch－読売テレビ�

12ch－NHK教育�

（17ch－NHK衛星第1－BS）�

（18ch－NHK衛星第2－BS）�

自主放送�

基
本
サ
ー
ビ
ス�

2ch－南丹市気象情報�

5ch－京都新聞文字放送�

9ch－コミュニティ放送�

区　分� サービス内容� 説　明� 金　額�

3,000円/月�

A 1,575円/月�

B 3,150円/月�

C 3,675円/月�

D 2,415円/月�

E 3,990円/月�

F 4,935円/月�

G 6,615円/月�

別料金で付加機能も�

多チャンネル�
テレビ放送�

インターネット�高速・常時接続�

14ch－スポーツアイ－CS�

15ch－スカイ A－CS�

16ch－スーパーch－CS�

20ch－CNN－CS�

22ch－WOWOW－BS�

23ch－スターch－CS�

29ch－放送大学－CS�

30ch－ディスカバリーch－CS�

�

�

�

付
加
サ
ー
ビ
ス�

A B C D E F G

※NHKの視聴には受信料が、WOWOWの視聴には加入金が別途必要です。�
※NHK衛星放送は、希望者のみ視聴できるようにする予定です。�

区　　分�
一般住宅�
集合住宅（3戸以下）�
集合住宅（4戸以上）�

加入促進期間の加入� 通常の加入�

インターネット�

20,000円　　　�
20,000円　　　�
5,000円／戸　�
5,000円／加入�

40,000円　　　�
40,000円　　　�
10,000円／戸　�
5,000円／加入�

◆加入金�

テ
レ
ビ�
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の
他
に
Ｂ
Ｓ
、Ｃ
Ｓ
放
送
な
ど
の

多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
を
視
聴
で
き

る
プ
ラ
ン
が
あ
る
ほ
か
、高
速
で

常
時
接
続
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

利
用
で
き
ま
す
。た
だ
し
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

受
信
料
に
つ
い
て
は
、直
接
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、伝
送
路
は
各
家
庭
や
、事

業
所
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
引
き

込
む
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
で
整
備
し
ま

す
。�

　
な
お
、従
来
の
同
軸
ケ
ー
ブ
ル

を
引
き
込
む
Ｈ
Ｆ
Ｃ
方
式
で
は
、

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
と
比
べ
て
安
価
で

す
が
、情
報
通
信
網
の
基
盤
を
し

っ
か
り
と
築
く
た
め
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方

式
を
採
用
し
ま
し
た
。�

��

　
図
の「
Ｖ
―
Ｏ
Ｎ
Ｕ
」か
ら「
ブ

ー
ス
タ
」や「
分
配
器
」・「
Ｄ
―
Ｏ

Ｎ
Ｕ
」を
介
し
て
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
お
よ
び
機

器
設
定
が
必
要
に
な
り
、こ
れ
ら

の
費
用
は
加
入
者
負
担
と
な
り
ま

す
。�

　
既
存
配
線
が
使
え
る
場
合
も
あ

り
、テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
の
設
置

場
所
や
台
数
に
よ
っ
て
金
額
は
異

な
り
ま
す
。宅
内
工
事
に
つ
い
て

は
最
寄
り
の
電
気
工
事
店
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

��
　
引
き
込
み
工
事
と
は
、ク
ロ
ー

ジ
ャ
か
ら
住
宅
へ
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
引
き
込
む
工
事
で
す
。�

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
、宅
外
の「
Ｖ

―
Ｏ
Ｎ
Ｕ
」も
し
く
は
宅
内
の「
Ｄ

―
Ｏ
Ｎ
Ｕ
」ま
で
引
き
込
み
ま
す
。�

　
加
入
促
進
期
間
中
の
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
費
用
を
市

が
負
担
し
ま
す
が
、加
入
促
進
期

間
以
降
の
申
し
込
み
の
場
合
は
加

入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。�

宅
内
工
事
に
つ
い
て�

引
き
込
み
工
事
に
つ
い
て�

加
入
促
進
期
間
中
は
、な
ぜ

加
入
金
が
半
額
と
な
る
の
で
す

か
？�

Ａ
南
丹
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

は
全
戸
加
入
を
目
指
し
て
い
ま

す
が
、加
入
を
強
制
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
一

定
の
期
間
を
加
入
促
進
期
間
と

定
め
、で
き
る
だ
け
多
く
の
方

に
加
入
い
た
だ
き
、補
助
事
業

を
活
用
し
、各
家
庭
ま
で
の
引

き
込
み
工
事
を
一
度
に
行
う
こ

と
で
、国
庫
補
助
金
や
有
利
な

起
債
に
よ
り
、市
の
財
政
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、加
入

金
の
半
減
と
引
き
込
み
工
事
費

の
免
除
が
行
え
る
の
で
す
。�

�

Ｑ
宅
内
の
配
線
工
事
は
大
体
い

く
ら
か
か
る
の
で
す
か
？�

Ａ
テ
レ
ビ
用
配
線
が
同
軸
ケ
ー

ブ
ル
で
あ
れ
ば
、ほ
と
ん
ど
の

場
合
現
在
の
配
線
が
使
え
ま
す
。�

　
た
だ
し
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
対
応
さ
せ
る
に
は
、ケ
ー

ブ
ル
や
分
配
器
、ブ
ー
ス
タ
が

古
い
場
合
は
交
換
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ケ
ー
ブ

ル
が
使
え
て
も
Ｖ
―
Ｏ
Ｎ
Ｕ
に

接
続
す
る
工
事
が
必
要
で
す
が
、

テ
レ
ビ
の
台
数
・
位
置
や
宅
内

配
線
の
状
況
に
よ
り
、費
用
は

変
わ
っ
て
き
ま
す
。新
規
配
線

で
あ
れ
ば
テ
レ
ビ
一
台
あ
た
り

三
万
円
程
度
か
か
り
ま
す
が
、

既
存
住
宅
の
多
く
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ほ
ど
か
か
ら
な
い
と
想
定

し
て
い
ま
す
。�

�

　
家
に
は
何
台
か
テ
レ
ビ
が
あ

り
ま
す
が
、利
用
料
は
ど
う
な

り
ま
す
か
？�

　
既
存
の
分
配
器
が
利
用
で
き

な
い
場
合
は
新
た
に
分
配
器
を

設
置
す
れ
ば
複
数
台
で
視
聴
で

き
ま
す
。ま
た
、複
数
台
で
視
聴

さ
れ
て
も
、同
一
加
入
で
あ
れ

ば
基
本
利
用
料
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。�

�

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
減
免
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。�

　
減
免
措
置
は
生
活
保
護
世
帯

の
み
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、生
活
保
護
世
帯
に
相

当
す
る
よ
う
な
特
別
な
場
合
で
、

市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
れ
ば
、

減
免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
関
す
る�

　
　
　
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先�

市
役
所
企
画
情
報
課�

　
℡（
〇
七
七
一
）六
八
│
〇
〇
〇
三�

V－ＯＮＵ…………伝送路と家庭の接続点に設置。送られてきたテレビ用光信号を家庭用信号に変換。�
D－ＯＮＵ…………宅内に設置。送られてきたインターネット（データ）用光信号を電気信号に変換。�
デジタルＳＴＢ……多チャンネルテレビ放送を見る場合に必要な機器。基本サービスには含まれない。�

………………宅内の各部屋に信号を分配。必要に応じて設置。�
……………送られてきた信号を宅内各機器に必要な強さにする。必要に応じて設置。�

電柱�



―
第
二
十
二
回
全
京
都
車
い
す
駅
伝
競
走
大
会
―

―
第
二
十
二
回
全
京
都
車
い
す
駅
伝
競
走
大
会
―�

―
第
二
十
二
回
全
京
都
車
い
す
駅
伝
競
走
大
会
―�

��
9月3日�9月3日�

　「第22回全京都車いす駅伝競走大会」が9月3日、
丹波自然運動公園陸上競技場（京丹波町）で行わ
れました。大会は「郡市区町村」、「クラブ・職
域」、「学校・施設」の3部門に分かれ、10チー
ムが9.3kmのコースを4区間で競う『車いす駅伝』
と、「一般」、「学校・施設」の2部門に分かれ、
20チームが申告タイムと実際のタイムの誤差を
競う『第16回ミニ駅伝』が行われました。�
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南
丹
市
内
の
チ
ー
ム
大
健
闘
！

南
丹
市
内
の
チ
ー
ム
大
健
闘
！

���

　
十
月
一
日
、
南
丹
市
日
吉
総
合

運
動
広
場
で
第
二
十
六
回
全
京
都

障
害
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
が
行
わ
れ
約
四

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、

昭
和
五
十
六
年
の
「
国
際
障
害
者

年
」
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
障
害
者
の
健

康
や
体
力
の
向
上
、
自
立
と
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
以
後
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
状
態

の
中
で
し
た
が
、
参
加
者
ら
は
一

射
一
射
に
集
中
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

全
京
都
障
害
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会�

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
が
行
わ
れ
る�

　
ミ
ニ
駅
伝
の
「
学
校
・
施
設
」
部

門
で
、
南
丹
市
八
木
町
の
通
所
授
産

施
設
「
あ
じ
さ
い
園
」
が
初
出
場
で

初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。�

　
一
カ
月
前
か
ら
毎
日
、
仕
事
の
合

間
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
出
場
者
ら

は
、
ほ
か
の
チ
ー
ム
よ
り
も
抜
き
ん

出
て
早
く
、
申
告
タ
イ
ム
と
の
差
を

三
秒
と
し
堂
々
の
初
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
ミ
ニ
駅
伝
の
「
一

般
」
部
門
で
は
、
「
南

丹
市
日
吉
町
」
チ
ー
ム

が
三
位
に
入
り
、
口
丹

波
か
ら
参
加
し
た
チ
ー

ム
の
中
で
は
最
高
と
な

る
健
闘
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。�

　
駅
伝
で
は
「
学
校
・

施
設
」
部
門
で
南
丹
市

園
部
町
の
「
あ
し
た
ー

る
工
房
ほ
ど
ほ
ど
」
チ

ー
ム
が
一
時
間
十
二
分

三
十
二
秒
の
部
門
大
会
新
記

録
で
優
勝
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
開
会
式
で
は
京
都

府
立
桃
山
高
校
（
谷
本
義
和

校
長
）
の
吹
奏
楽
部
員
八
十

七
人
が
「
風
に
な
り
た
い
」
「
フ

レ
ン
ジ
ャ
ー
」
な
ど
の
曲
を

披
露
し
、
参
加
選
手
た
ち
を

力
づ
け
ま
し
た
。�

　
初
秋
の
心
地
よ
い
風
が
吹

き
抜
け
る
中
、
参
加
者
ら
は

お
互
い
に
競
い
合
い
な
が
ら

交
流
の
輪
を
深
め
ま
し
た
。�

�

▲一射に集中して的を狙います�

▲南丹市日吉町チームのメンバー（京都新聞提供）�

▲桃山高校吹奏楽部の演奏�

▲あじさい園チームのメンバー（京都新聞提供）�
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Information

八
月
二
十
四
日
、
南
丹
市
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
の
第
一
回
会

議
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、
十
四
人

の
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
住
民
に
関
心
の

高
い
健
康
づ
く
り
対
策
を
積
極
的

に
推
進
し
市
民
の
健
康
と
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
た
め
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

会
議
で
は
地
域
の
実
情
を
把
握

し
、
ど
の
よ
う
な
健
康
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
か
が
協
議
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
市
民
ぐ
る
み
、
地
域

ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
運
動
を
広

げ
る
た
め
、
幅
広
い
施
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

▲地域の実情に応じた対策が協議されました

健康で生き生きと暮らせるまちづくり
ー南丹市健康づくり推進協議会ー

▲米寿を祝って記念品が贈られました

▲お元気な笑顔を見せてくださった横谷さん

危
機
管
理
意
識

の
徹
底
を
図
る

ー
非
常
招
集
訓
練
を
実
施
ー

祝
・
ご
長
寿
！
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い

ー
米
寿
・
白
寿
の
お
祝
い
品
を
贈
呈
ー

南
丹
市
で
は
、
市
内
に
住
ん
で

お
ら
れ
る
方
で
米
寿
・
白
寿
を
迎

え
ら
れ
る
と
記
念
品
を
贈
り
お
祝

い
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
市
内
で
九
月
一
日
現
在

で
満
八
十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら

れ
た
方
は
百
三
十
七
人
（
園
部

二
十
四
人
、
八
木
　
四
十
九
人
、

日
吉
　
三
十
九
人
、
美
山
　
二
十

五
人
）
で
、
全
員
の
方
に
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
吉
町
の
横
谷
冨
江
さ

ん
（
明
治
四
十
年
十
月
二
日
生
ま

れ
）
が
満
九
十
九
歳
（
白
寿
）
を
、

同
町
の
渡
部
英
三
さ
ん
（
明
治
三

九
月
八
日
早
朝
、
南
丹
市
役
所

で
は
全
職
員
を
対
象
に
緊
急
時
連

絡
体
制
お
よ
び
初
動
体
制
の
確
認

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
訓

練
は
災
害
な
ど
の
際
に
素
早
い
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
職
員
へ

の
危
機
管
理
意
識
の
徹
底
を
目
的

に
し
た
も
の
で
す
。

市
長
よ
り
震
度
五
の
地
震
を
想

定
し
た
招
集
の
指
示
が
出
さ
れ
、

連
絡
網
を
通
じ
た
招
集
に
よ
り
、

指
示
が
出
さ
れ
た
一
時
間
後
に
は
、

本
庁
、
支
所
で
九
十
謾
以
上
の
職

員
が
登
庁
を
終
え
ま
し
た
。
各
部

署
で
は
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て

確
認
を
行
う
な
ど
気
を
引
き
締
め

て
い
ま
し
た
。

▲緊急時の対応が確認されました

十
九
年
五
月
十
七
日
生
ま
れ
）、
織

部
小
与
し
さ
ん
（
明
治
三
十
九
年

九
月
十
九
日
生
ま
れ
）
の
お
二
人

が
満
百
歳
の
誕
生
日
（
長
寿
）
を

迎
え
ら
れ
た
の
を
祝
い
、
お
祝
い

品
と
お
祝
い
金
が
市
長
よ
り
贈
ら

れ
ま
し
た
。

横
谷
さ
ん
は
お
元
気
で
家
族
に

囲
ま
れ
て
、
悠
々
自
適
な
生
活
を

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。



【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

各
支
所
健
康
福
祉
課

園
部
　
℡
六
八
―
〇
〇
一
一

八
木
　
℡
四
二
―
二
三
〇
〇

日
吉
　
℡
六
八
―
〇
〇
三
二

美
山
　
℡
六
八
―
〇
〇
四
一

市
役
所
市
民
課

℡
（
〇
七
七
一
）
六
八
―
〇
〇
〇
五

南
丹
市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
南
丹
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出

産
し
た
と
き
に
支
給
し
て
い
る
出
産
育
児
一
時

金
の
額
を
、
十
月
一
日
以
降
の
出
産
か
ら
、
出

産
児
一
人
に
つ
き
現
行
の
三
十
万
円
か
ら
三
十

五
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
は
、
出
産

後
申
請
に
よ
り
被
保
険
者
の
世
帯
主
に
支
払
う

現
行
の
制
度
に
加
え
て
、
市
が
医
療
機
関
に
直

接
支
払
い
を
行
う
受
領
委
任
払
い
制
度
も
十
月

一
日
か
ら
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
出
産
育

児
一
時
金
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
医
療
機
関
に
対

す
る
被
保
険
者
の
負
担
は
な
く
な
り
ま
す
。

受
領
委
任
払
い
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
医
療
機
関
の
承
諾
と
南
丹
市
に
対
す
る

事
前
請
求
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
請
求
に
必
要
な
も
の
】

★
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

★
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

★
世
帯
主
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座
番
号

（
郵
便
局
以
外
）
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九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
の
期
間
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
や
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
徹
底
な
ど
を
重

点
に
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

南
丹
市
で
は
、
二
十
一
日
に
市

内
の
六
カ
所
で
街
頭
啓
発
活
動
を

行
い
、
南
丹
市
交
通
指
導
員
や
南

丹
船
井
交
通
安
全
協
会
南
丹
支
部

の
皆
さ
ん
、
南
丹
警
察
署
員
、
市

役
所
職
員
ら
が
、「
思
い
や
る
心
ひ

と
つ
で

事
故
は
ゼ
ロ
」
と
印
刷
さ

れ
た
軈
注
意
ん
ガ
ム
軋
を
配
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ
ナ
ー
向

上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲ＪＲ日吉駅前で行われた啓発活動

「思いやる心ひとつで事故はゼロ」
ー秋の全国交通安全運動ー

国
民
健
康
保
険
出
産
育
児

国
民
健
康
保
険
出
産
育
児
一
時
金
時
金
の�

支
給
額

支
給
額
が
変
わ
り
ま
す�

国
民
健
康
保
険
出
産
育
児

国
民
健
康
保
険
出
産
育
児
一
時
金
時
金
の�

支
給
額

支
給
額
が
変
わ
り
ま
す�

国
民
健
康
保
険
出
産
育
児
一
時
金
の�

支
給
額
が
変
わ
り
ま
す�



12

2006.10

広報なんたん10月号

第28回少年の主張京都府大会�第28回少年の主張京都府大会�

「わたしの主張2006」で入賞�「わたしの主張2006」で入賞�

「
夏
ご
と
に
、
五
年
間�

　
研
究
を
重
ね
て
き
た
こ
と
」�

岩
　
　
彩
乃
さ
ん�

（
南
丹
市
立
園
部
中
学
校
三
年
）�

京都府PTA協議会長賞�

「『国際理解』への第一歩」�

野
口
　
麻
美
さ
ん�

（
南
丹
市
立
美
山
中
学
校
三
年
）�

京都府教育長賞�

「入学おめでとう」�

中
井
裕
季
子
さ
ん�

（
南
丹
市
立
園
部
中
学
校
三
年
）�

入賞（佳作）�
「最近の少年犯罪から見る�
　　　　　　  現代の家族関係」�

奥
村
　
春
那
さ
ん�

（
南
丹
市
立
園
部
中
学
校
三
年
）�

京都府PTA連絡協議会長賞�

「生きる～言葉の力～」�

　第28回少年の主張京都府大会「わたしの主張2006」が9月18日、京都府民総合交流プ
ラザ（京都市南区）で行われ、府内からおよそ7千人の応募があり、　木麻衣さん（園部中学
校3年）、野口麻美さん（美山中学校3年）、岩　彩乃さん（園部中学校3年）、奥村春那さん（園
部中学校3年）、中井裕季子さん（園部中学校3年）の5人が入賞しました。また、　木麻衣さ
んは知事賞に選ばれ、全国大会へ京都府代表として推薦されました。�

高�

高�

培崎

培崎

Information
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そ
れ
は
四
年
生
の
夏
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家

の
近
く
の
神
社
で
、
夏
の
夕
暮
れ

に
、
そ
の
軈
動
く
空
蝉
軋
を
見
つ

け
た
の
が
最
初
で
し
た
。
何
か
小

さ
な
動
く
も
の
が
視
界
に
映
り
ま

し
た
。
目
を
凝
ら
し
て
よ
く
見
て

み
る
と
動
く
空
蝉
で
し
た
。�

　
そ
れ
ま
で
私
は
、
木
の
幹
や
葉

っ
ぱ
の
裏
側
に
く
っ
つ
い
て
い
る

「
ぬ
け
が
ら
」
し
か
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
セ
ミ

は
、
あ
と
数
時
間
後
に
起
こ
る
、

た
っ
た
数
分
の
美
し
い
瞬
間
を
待

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
目
を
キ
ラ

キ
ラ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
な

の
に
私
は
そ
の
セ
ミ
を
成
虫
に
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
家
で
羽
化
を
見
た
い

気
持
ち
だ
け
で
連
れ
て
帰
っ
て
し

ま
い
、
羽
化
で
き
な
い
状
態
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
て

い
ま
す
。
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
セ
ミ
が
羽
化
す
る
た
め
の
環

境
の
条
件
を
そ
ろ
え
て
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。�

　
そ
の
ひ
と
つ
に
軈
足
場
軋
の
固

定
に
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
た

つ
め
の
問
題
は
羽
化
す
る
た
め
に

固
定
す
る
足
場
の
角
度
で
し
た
。�

　
私
は
、
家
で
こ
の
二
つ
の
条
件

を
満
た
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。�

　
で
も
悲
し
い
思
い
出
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
六
年
生
の
夏
に

は
、
家
の
裏
庭
で
生
ま
れ
て
初
め

て
羽
化
を
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
、
夕
暮

れ
の
光
に
染
ま
り
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
不
思
議
な
黄
緑
色
の
羽
を

伸
ば
し
て
立
派
な
成
虫
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
セ
ミ
は

環
境
が
そ
ろ
っ
た
自
然
の
中
で
、

自
分
の
力
で
生
き
て
い
く
こ
と
が

一
番
だ
と
い
う
こ
と
を
、
実
感
し

ま
し
た
。�

　
し
か
し
私
は
最
近
、
年
々
セ
ミ

の
鳴
き
声
が
減
っ
て
き
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
セ
ミ
は
成
虫

に
な
る
ま
で
に
七
年
間
、
土
の
中

で
過
ご
し
ま
す
。
土
の
中
で
生
活

し
て
い
る
間
に
地
上
で
は
セ
ミ
の

居
場
所
を
奪
う
よ
う
な
環
境
破
壊

が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
。�

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た

都
会
で
は
、
そ
の
下
で
地
上
に
出

る
こ
と
が
で
き
な
い
セ
ミ
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
ま
た
、
地
上
に
出

ら
れ
た
と
し
て
も
、
人
間
た
ち
が

新
し
い
道
を
つ
く
っ
た
り
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
の
原
料
と
し
て
使
用
す

る
た
め
に
次
々
と
木
を
伐
採
し
て

い
く
の
で
、
羽
化
す
る
た
め
の
幹

や
葉
っ
ぱ
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
森
林
が
減
る
と
二
酸
化
炭
素
が

増
え
、
こ
の
ご
ろ
は
地
球
温
暖
化

に
よ
っ
て
気
温
が
上
が
り
、
昭
和

五
十
年
ご
ろ
に
は
、
九
州
・
四
国

地
方
で
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
ク

マ
ゼ
ミ
が
、
今
で
は
日
本
全
体
の

気
温
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
近
畿
・

関
東
地
方
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
セ
ミ
に
異
変
が
起
き
て
い

る
よ
う
で
す
。�

　
私
は
セ
ミ
た
ち
が
「
暑
い
よ
。

苦
し
い
よ
」
と
鳴
き
な
が
ら
北
の

方
へ
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。�

　
今
の
社
会
は
、
欲
望
や
利
便
さ

だ
け
を
求
め
て
、
ど
ん
ど
ん
進
歩

し
て
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
大
切

な
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
毎
日
が
、
時
間
に
追
わ
れ
て

心
も
身
体
も
ゆ
と
り
の
な
い
生
活

の
中
で
、
ち
ょ
っ
と
ひ
と
と
き
、

自
然
の
中
で
腰
を
下
ろ
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
目
を
閉
じ
て

耳
を
す
ま
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

い
ろ
ん
な
虫
の
声
が
き
こ
え
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
虫
た
ち
の
声
が

い
つ
ま
で
も
絶
え
る
こ
と
な
く
、

世
界
中
の
人
々
の
心
に
響
き
ま
す

よ
う
に
。�

　
そ
し
て
、
少
し
で
も
多
く
の
人

が
自
然
に
目
を
向
け
、
ゆ
っ
く
り

進
ん
で
い
く
穏
や
か
な
日
々
を
過

ご
せ
ま
す
よ
う
に
。
私
が
大
人
に

な
っ
て
も
セ
ミ
の
元
気
な
声
が
き

こ
え
て
き
ま
す
よ
う
に
、
と
願
い

ま
す
。�

第28回少年の主張京都府大会�

「わたしの主張2006」で入賞�「わたしの主張2006」で入賞�

「
夏
ご
と
に
、
五
年
間

「
夏
ご
と
に
、
五
年
間�

　
研
究
を
重
ね
て
き
た
こ
と
」

　
研
究
を
重
ね
て
き
た
こ
と
」�

「
夏
ご
と
に
、
五
年
間�

　
研
究
を
重
ね
て
き
た
こ
と
」�

園
部
中
学
校
三
年
　
�
木
麻
衣�

高�

（
南
丹
市
立
園
部
中
学
校
三
年
）�

京都府知事賞�

「夏ごとに、5年間研究を重ねてきたこと」�

高
木
　
麻
衣
さ
ん�

　�
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南丹市職員の�
給与を公表します�

盧人件費の状況（平成17年度普通会計決算見込み）�

盪職員給与費の状況（平成18年度普通会計当初予算）�

　市職員に支給される給与は、国家公務員の給与など

を参考にしながら、市議会の審議を経て条例や規則に

よって定められます。�

　市民のみなさんに、職員の給与などについて理解を

深めていただくため、市職員の給与などの実態につい

て平成18年4月1日現在の主な内容を公表します。�

住民基本台帳人口�
（平成18年3月31日現在）�

歳出額（A）�実質収支� 人件費（B）�
人件費率�
（B／A）�

職員数�
（A）�

区　分� 平均年齢� 平均給料月額� 平均給与月額�

1人当たり�
の給与額�
（B／A）�

眇職員手当の状況（平成18年4月1日現在）�

35,885人�

443人�

千円�
26,600,675

千円�
425,506

千円�
2,390,402

千円�
611,021

千円�
254,634

千円�
1,524,747

千円�
5,396

千円�
3,483,979 13.1％�

※人件費には、特別職（常勤および非常勤）・議員に支給される給料・報
酬などを含みます。�
　　普通会計とは、地方財政分析上統一的に用いられる会計区分で、
一般会計、市営バス運行事業特別会計などの合計です。また、平成
17年度普通会計決算見込みは、南丹市および旧4町の決算見込み額
の合計です。�

※「平均給料月額」とは、平成18年4月1日現在における基本給の平均
です。�
　　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、通勤
手当、住居手当など諸手当の額を合計したものです。�

　平成18年度の普通会計当初予算に計上された一般職員
の給与費の状況は次のとおりです。�

蘯職員の平均年齢平均給料月額および平均給与月額の状況�

盻一般行政職員の初任給の状況（平成18年4月1日現在）�
　学校卒業後、ただちに採用された職員の初任給と、その後
引き続き2年間勤務したときの給料月額は、次のとおりです。�

※職員手当には退職手当を含みません。�
�

給与費�

区分� 南丹市� 国�

給　料� 計（B）�職員手当�期末・勤勉�手当�

一般行政職�

6月期�

12月期�

計�

1.40月分�

1.60月分�

3.00月分�

0.725月分�

期末手当� 勤勉手当�

0.725月分�

1.45月分�

39.9歳� 286,303円� 332,317円�

技能労務職� 52.0歳� 278,676円� 312,623円�

区　分�

大学卒�

高校卒�

南丹市� 国�

初任給� 2年目経過日�

170,200円�183,800円�

138,400円�148,000円�138,400円�148,000円�

170,200円�183,800円�

初任給� 2年目経過日�

眈級別職員の状況（平成18年度普通会計当初予算）�

　職員数は、市の給与条例に基づく給料表の級区分による
ものです。標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当す
る代表的な職名です。�

標準的な�
職務内容�

主事（補）�
技師（補）�

主事�
技師�

主事�
技師�

主査�
主任�
係長�

係長�
課長補佐�

区　分� 1級� 2級� 3級� 4級� 5級�

職員数� 4人� 21人� 148人� 171人� 49人�

構成比� 0.9％� 4.7％� 33.4％� 38.6％� 11.1％�

標準的な�
職務内容�

課長補佐�
主幹�
課長�

主幹�
課長�

部長�
支所長�

部長�
支所長�

区　分� 6級� 7級� 8級� 9級� 計�

職員数� 45人� 1人� 4人� 0人� 443人�

構成比� 10.2％� 0.2％� 0.9％� 0.0％� 100.0％�

期
末
・
勤
勉
手
当�

通
勤
手
当�

�

住
居
手
当�

�

扶
養
手
当�

�

蘆配偶者　13,000円�
蘆扶養家族2人目まで　1人につき　6,000円�
　　配偶者がいない場合　1人のみ　11,000円�
　　扶養親族でない配偶者を有する場合1人目�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,500円�
蘆その他　1人につき　5,000円�
蘆満16歳～満22歳までの子1人につき�
　　　　　　　　　　　　　　　　5,000円加算�

蘆交通機関利用者は、55,000円を限度に全額を�
　支給�
蘆交通用具利用者は、通勤距離に応じ支給�
　　2㎞以上5㎞未満 月額2,000円�
　　5㎞以上10㎞未満 月額4,100円�
　　10㎞以上15㎞未満 月額6,500円�
　　15㎞以上20㎞未満 月額8,900円�
　　20㎞以上25㎞未満 月額11,300円�
　　25㎞以上30㎞未満 月額13,700円�
　　30㎞以上35㎞未満 月額16,100円�
　　35㎞以上40㎞未満 月額18,500円�
　　40㎞以上45㎞未満 月額20,900円�
　　45㎞以上50㎞未満 月額21,800円�
　　50㎞以上55㎞未満 月額22,700円�
　　55㎞以上60㎞未満 月額23,600円�
　　60㎞以上 月額24,500円�

蘆借家の場合�
　　月額12,000円を超える家賃支払い者に対し、�
　家賃月額により、月額27,000円を限度に支給�
蘆持ち家者の場合�
　　新築・購入後5年間に限り月額2,500円�

南丹市と同じ�
基準です�

南丹市と同じ�
基準です�

南丹市と同じ�
基準です�

職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり�

期末手当は南丹�
市と同じ�

勤勉手当は勤務�
成績に応じ支給�
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南丹市職員の�
給与を公表します�

（参考）ラスパイレス指数の状況�

眄特別職の報酬などの状況（平成18年4月1日現在）�

眤定員適正化計画の数値目標および進捗状況�

1.定員適正化目標（数・率）�

眩職員数の状況（平成18年4月1日現在）�
1.部門別職員数の状況�

2.平成22年4月1日現在における定員の数値目標�

※退職手当については、京都府市町村退職手当組合に加入しており、
同組合の規定による支給率です。�

南丹市�

区　分�

区　分�
職　員　数�

対前年�
増減数�平成17年度�

（平成17年1月1日現在）�

平成18年度�
（平成18年4月1日現在）�

部　門�

区　　分�

区　　分�

区分� 20歳�
未満�

1人� 3人� 28人� 61人� 82人� 41人�

1人� 0人� 16人� 32人� 45人� 21人�

0人� 3人� 12人� 29人� 37人� 20人�

20歳�
～�
23歳�

24歳�
～�
27歳�

28歳�
～�
31歳�

32歳�
～�
35歳�

36歳�
～�
39歳�

区　　分�

数値目標�

算定方式� 支給時期�

報酬などの月額�
期末手当�

（平成18年度支給割合）�

国� 京都府�

平成17年4月1日現在� 100.0 98.2

南丹市�

旧園部町　83.9�
旧八木町　87.6�
旧日吉町　88.7�
旧美山町　86.4

全職種�

5.43％�
�

自己都合�

勤続25年�

勤続20年�

勤続35年�

最高限度額�

勧奨・定年�

21.00月� 27.30月�

33.75月� 42.12月�

47.50月� 59.28月�

59.28月� 59.28月�

国�

退
職
手
当�

�

退
職
手
当�

南丹市と同じ�
基準です�

職員全体に占める�
手当支給対象職員の割合�

蘆定年前早期退職特別措置あり（2～20％加算）�

※平成18年度の普通会計当初予算に計上された特殊勤務手当の状況
です。�

※職員数は、一般職に属する全職員数です。�
　［      ］内は、条例定数の合計です。�

※60歳以上は、再任用職員です。�

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の平均給与額を100.0として算定
した時の地方公務員の平均給与額の指数です。平成17年4月1日現
在は、合併前の旧4町の指数です。�

※退職手当については、京都府市町村退職手当組合に加入しており、
同組合の規定による支給率です。�

特
殊
勤
務
手
当�

一
般
行
政
部
門�

0.01％�給料総額に対する比率�

2種類�手当の種類（手当数）�

代表的な手当の名称� 伝染病防疫など作業手当�
汚物処理作業手当�

980,000円�

800,000円�

710,000円�

650,000円�

470,000円�

415,000円�

390,000円�

390,000円�

380,000円�

市 長 �

助 役 �

教 育 長 �

参 与 �

議 長 �

副 議 長 �

常 任 委 員 長 �

議会運営委員長�

議 員�

市 長 �

助 役 �

教 育 長 �

参 与 �

6月期　 1.60月分�
12月期　1.75月分�
計　　　3.35月分�
（加算措置あり）�

980,000円×任期1年につき530/100

800,000円×任期1年につき315/100

710,000円×任期1年につき270/100

650,000円×在職年数�

平成18年4月1日現在未策定�
（平成18年度中に策定予定）�

平成18年4月1日現在未策定�
（平成18年度中に策定予定）�

任期毎�
に支給�
�任期毎�

に支給�
�任期毎�

に支給�
�退職時�

に支給�

始　期� 終　期�

計画期間�

2.年齢別職員構成の状況�

特別�
行政部門�

小　計�

4�
105�
23�
92�
25�
26�
16�
46

7�
17�
19

81�
－�

81

43

461
［482］�

337

4�
102�
23�
96�
26�
27�
16�
48

7�
17�
21

81�
－�

81

45

468
［482］�

342

�
△ 3�
�
4�
1�
1�
�
2

�
�
2

2

7
［    0］�

5

小　計�

小　計�

合　計�

公営企業�
など�

会計部門�

議 会 �
総 務 �
税 務 �
民 生 �
衛 生 �
農 林 水 産 �
商 工 �
土 木 �

教 育 �
消 防 �

上 水 道 �
簡水・下水�
そ の 他 �

職員数�

うち�
男�

うち�
女�

43人� 40人� 27人� 7人� 1人� 263人�30人�

28人�23人� 24人� 17人� 12人� 0人� 205人�

48歳�
～�
51歳�

44歳�
～�
47歳�

40歳�
～�
43歳�

52歳�
～�
55歳�

56歳�
～�
59歳�

60歳�
以上�

合　計�

71人� 64人� 44人� 19人� 1人� 468人�53人�
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お
元
気
で
す
か
？�

　
保
健
師
で
す
。�

―8―�

肥
満
・
高
脂
血
・
高
血
圧
・
高
血

糖
の
う
ち
、
軽
度
で
も
「
肥
満
を
含

む
三
項
目
以
上
を
併
せ
持
っ
て
い
る

状
態
」
を
い
い
ま
す
。

最
近
の
研
究
で
、
内
臓
脂
肪
が
動

脈
硬
化
と
深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

内
臓
脂
肪
が
過
剰
に
た
ま
る
と
、

体
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
調
整
す

る
物
質
の
分
泌
に
異
常
が
生
じ
、
動

脈
硬
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
分
泌

の
異
常
が
体
に
影
響
を
与
え
、
高
血

圧
や
高
血
糖
、
高
脂
血
と
い
っ
た
状

態
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
し
、
動
脈

硬
化
を
急
激
に
進
行
さ
せ
て
し
ま
う

の
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
海
に
浮
か
ぶ
氷
山
に
例
え
ら
れ

ま
す
。
高
脂
血
・
高
血
圧
・
高
血
糖

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
山
は
小
さ
く
（
軽

度
）
て
も
、
水
面
下
の
部
分
を
小
さ

く
し
な
け
れ
ば
根
本
的
な
解
決
に
は

な
ら
な
い
の
で
す
。

肥
満
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
入
り
口
で
す
。
ま
ず
は
、
生

活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

【
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
防
の
十
か
条
】

＊
適
正
体
重
の
維
持

＊
毎
日
適
度
な
運
動

＊
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

＊
規
則
正
し
い
食
事
　
朝
食
を
抜
い

た
り
、
夜
食
は
禁
物
で
す

＊
脂
肪
の
摂
り
す
ぎ
に
注
意

＊
塩
辛
い
味
付
け
は
避
け
る

＊
糖
分
の
多
い
食
品
を
食
べ
過
ぎ

な
い

＊
睡
眠
・
休
養
は
十
分
に

＊
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
　
週
に
二
日

は
休
肝
日
を

＊
タ
バ
コ
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し

思
い
切
っ
て
禁
煙
す
る

毎
日
の
生
活
習
慣
が
引
き
起
こ
す

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
予

防
・
解
消
も
生
活
習
慣
か
ら
で
す
。

合
言
葉
は
「
１
に
運
動
、
２
に
食

事
、
し
っ
か
り
禁
煙
、
最
後
に
ク
ス

リ
（
厚
生
労
働
省
よ
り
）」。

ま
ず
は
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

あなたも｢メタボリックシンドローム」では？
内臓脂肪型肥満を改善しましょう

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
？

内
臓
脂
肪
は

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

へ
の
第
一
歩

生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

　下記の①に加えて、次の②～④の2項目以上に該当すると、メタボリックシ
ンドロームと診断されます。�

肥満�

高血糖�

1

2 高血圧�

動脈硬化の進行�

3高血糖� 高脂血�4
＋� ＋� ＋�

肥満チェック�腹囲が男性で85㎝以上�女性で90㎝以上�

境界型は要注意�

＊腹囲はウエストではなく、おへその上を測ります�

　インスリンの不足や作用不
足によって起こる代謝異常に
より、血液中の血糖が異常に
高くなった状態です。血糖が
少し高めといわれた段階から、
対策をとることが重要です。�

空腹時血糖値が�
110褂/dl以上�

血糖チェック�

「ちょっと高め」は危険�
　血圧が異常に高くなり、血管
に負担がかかっている状態で
す。血圧は年齢とともに上が
る傾向にあり、遺伝や食塩の
過剰摂取などのほか肥満とも
関係しているといわれています。�

収縮期血圧が�
130㎜Hg以上または/かつ�
拡張期血圧が85㎜Hg以上�

血圧チェック�

中性脂肪と善玉�
コレステロールに注目�
　血液中の脂肪（中性脂肪やコ
レステロールなど）が異常に高
い状態です。一般に“善玉”と
呼ばれるHDLコレステロール
と中性脂肪の値をチェックします。�

中性脂肪が�
150褂/dl以上または/かつ�
HDLコレステロールが40褂/dl未満�

血中脂質チェック�
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電車待ちで立ち寄られたお客さんに到着時間を問われ、コーヒーを入れながら
「あと15分ほどで来ますよ」と笑顔で応対する店長の木戸ウメノさん。ガラス越
しに電車の行き来を見るうちに、自然と時刻が分かるようになったそうです。「商
品を買っていただく以外にも、地域の子どもたちが気軽に遊びに来てくれるのが
うれしい。もっと近くの方にも知っていただき、気楽に時間を過ごせるコミュニ
ティーの場づくりを目指します」と話していただきました。利用者のニーズを取
り入れ、イベントなど良い企画をどんどん計画していきたいとのことです。

TEL（0771）74－0460
URL http://gomanosato.net/

◆住所：南丹市日吉町胡麻的場
◆交通:府道19号線から府道50号線（京都
日吉美山線）を胡麻方面へ。JR胡麻駅
横。

◆営業時間：午前9時～午後6時

郷の駅 胡麻屋

日
吉
町
胡
麻
の
Ｊ
Ｒ
胡
麻
駅
横

に
、「
郷
の
駅
胡
麻
屋
」
が
今
年
四

月
に
オ
ー
プ
ン
。
特
定
非
営
利
活

動
法
人
胡
麻
地
域
振
興
会
（
芦

田

理
事
長
）
が
ま
ち
お
こ
し

の
た
め
に
市
施
設
を
有
効
活
用
し

て
店
舗
を
開
き
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
越
し
に
駅
の
構
内
が
見

え
る
店
内
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

う
ど
ん
や
丼
な
ど
の
軽
食
の
ほ
か
、

販
売
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
総
菜
や
パ

ン
工
房
「
農
〜
み
の
り
〜
」
の
手

作
り
天
然
酵
母
パ
ン
を
温
め
て
い

た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

地
元
の
新
鮮
野
菜
や
農
産
加
工

昌�

徳徳徳�

品
も
多
数
並
び
、
胡
麻
に
工
場
が

あ
る
山
田
製
油
の
「
ご
ま
油
」
な

ど
、
こ
だ
わ
り
の
商
品
も
こ
こ
で

手
に
入
り
ま
す
。
共
同
作
業
所
ひ

よ
し
で
作
ら
れ
た
陶
器
の
カ
ッ
プ

や
お
香
立
て
な
ど
の
小
物
は
、
一

つ
ひ
と
つ
に
温
か
い
味
わ
い
が
あ

り
ま
す
。
店
内
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
（
予
約
制
）。

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
は
作
品
展
示

も
あ
り
、
近
隣
で
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
情
報
も
入

手
で
き
ま
す
。

『
作
る
人
か
ら
受
け
る
人
へ
』

胡
麻
周
辺
地
域
の
文
化
や
情
報
が

発
信
で
き
る
場
と
し
て
、
地
元
の

「
よ
さ
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

駅
前
に
、
気
軽
に
集
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

店長　木 戸　ウメノ さん

蜻
施
設
全
景

⑨

▲天然酵母パンは、毎日夕方に入荷されます

▲明るい喫茶コーナーの横に並ぶ共同作業所ひよしの陶器



「
澁
谷
明
香
里
さ
ん
、
青
年
海
外
協
力
隊
で
マ
ラ
ウ
イ
へ
」
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『子どもたちに本物の太鼓の響きを味わわせたい！』
との思いで、丹波八坂太鼓保存会(京丹波町)による和太
鼓鑑賞会が園部幼稚園で行われました。平胴太鼓や桶
胴太鼓などの大小さまざまな太鼓がずらりと並び、園
児たちは大きな音に驚いたり、リズミカルな曲に体を
動かしたり、全身で和太鼓の演奏を楽しみました。
また、“太鼓で遊ぼう”のコーナーでは、園児全員が
太鼓に触れる機会があり、保護者らも「貴重な体験が
できた」と、喜びの感想を話していました。

このたび、澁谷明香里さん（美山町）が、
青年海外協力隊の一員として、アフリカ大陸
にあるマラウイに派遣されることになり、9
月27日に南丹市長を表敬訪問しました。
澁谷さんは2年間、農産物加工の支援活動

をされる予定です。帰国後は経験を生かし、
自分を育ててくれた地域に貢献できることを
したい、と語ってくださいました。

★アマチュア無線・全国80会京都支部様から、南
丹市母子寡婦福祉会へ寄付をいただきました。

★園部ロータリークラブ様から、南丹市社会福祉
協議会へ寄付をいただきました。

まちの話題を�
　　紹介します�
まちの話題を�
　　紹介します�

身近な話題を広報係（0771）68-0003へお寄せください。�

▲青木道喜さんらにより演じられた能楽「融」

蜻
バ
ッ
ト
み
た
い
な
バ
チ
で
大
き
な
太
鼓
を
打
ち
ま
し
た

「
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中

能
の
世
界
を
堪
能
」

（
9
／
16
・
能
楽
の
夕
べ
・
美
山
町
）

（
9
／
27
・
青
年
海
外
協
力
隊
・
南
丹
市
）

「
太
鼓
の
音
、
お
な
か
に
響
い
た
よ
！
」

（
9
／
3
・
園
部
幼
稚
園
和
太
鼓
鑑
賞
会
・
園
部
町
）

美山能楽の夕べ実行委員会主催「第6
回能楽の夕べ」が美山文化ホールで行わ
れました。狂言「千鳥」は、主人から付
けで酒を買ってくるよう命じられた太郎
冠者と酒代を支払わなければ酒を渡さな
い酒屋との駆け引きが軽妙に演じられま
した。能楽「融

とおる

」は、かつて陸奥の塩釜
の景を移した六条河原院の屋敷跡で、霊
となって現れた左大臣源融が昔をしのび
中秋の名月の下で舞を舞う様子が幻想的
に演じられ、約350人の観客は見入って
いました。

▲市長と握手を交わす澁谷さん（左）

－ご寄付・ご厚意ありがとうございました－�－ご寄付・ご厚意ありがとうございました－�



「
秋
晴
れ
の
下
で
楽
し
く
芋
掘
り
」

「
思
い
出
に
残
る
最
後
の
五
ケ
荘
小
学
校
運
動
会
」
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南丹市立みやま保育所の4歳児と5歳児
18人が、ＪＡ京都美山支店の女性部の方
が作られた畑で、芋掘りを楽しみました。
子どもたちは、次々と大きなサツマイモ
を掘り起こしていき、中には自分の顔より
も大きな芋を掘った子もいました。
頑張って掘ったサツマイモは、保育所で
焼き芋にして、子どもたちのおやつの時間
に、みんなで仲良く食べました。

▲「おっきいお芋がいっぱいとれたよ」

日吉福祉大学・紅が丘大学の「墨絵講
座」が日吉町生涯学習センターで開かれま
した。この日は、それぞれが描きたい花や
果物、野菜を持ち寄り、台紙となる画用紙
に鉛筆でデッサンした後、台紙の上に半紙
を重ねて上から墨で描き表していきまし
た。受講者らは、慣れない毛筆に最初は何
度か失敗していましたが、慣れてくると、
勢いと感性で筆を走らせ、満足のいく作品
を描いていました。

「市長杯争奪南丹市軟式少年野球大
会」が行われ、南丹市内の12の軟式少
年野球チームが参加しました。
9月10日に園部公園多目的運動場で開
会式が行われ、園部ドリームズの桐 伸
年君、八木アトムズの関 泰佑君、胡麻
ヤンチャーズの大槻 祥平君が「日頃の
練習の成果を出し切ります」と選手宣
誓を行いました。
大会は、10月末まで市内の各グラウ

ンドで行われます。

南丹市立五ケ荘小学校のグラウンド
で「五ケ荘小学校区市民体育大会」が
開かれ、この小学校に通う23人の児童
とＰＴＡなど地域の人たちが参加しま
した。児童らは赤白に分かれて徒競走
やリレーなどで競いました。また、全
員で息のあった一輪車マーチを披露し、
日頃の練習の成果を存分に発揮しまし
た。最後に参加者全員で日吉音頭を踊
りました。
なお、五ケ荘小学校は来年度から殿

田小学校と統合されることが決まって
おり、子どもたちにとっても、思い出
に残る運動会になりました。

（
9
／
27
・
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
・
美
山
町
）

「
墨
絵
は
感
性
と
勢
い
が
大
事
」

（
9
／
27
・
日
吉
福
祉
大
学
紅
が
丘
大
学
「
墨
絵
講
座
」
・
日
吉
町
）

「
南
丹
市
の
No.1
チ
ー
ム
を
決
め
る
大
会
が
開
催
」

（
9
／
10
・
市
長
杯
争
奪
南
丹
市
軟
式
少
年
野
球
大
会
）

（
9
／
24
・
五
ケ
荘
小
学
校
区
市
民
体
育
大
会
・
日
吉
町
）

▲勢いで一気に書き上げる

▲勝利を目指して全力投球

▲全児童で一輪車マーチを披露



「
秋
」
と
言
え
ば
、
食
欲
の
秋
、

芸
術
の
秋
、
行
楽
の
秋
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
…
と
楽
し
み

が
多
い
季
節
。
山
も
色
づ
き
、
青

空
に
鮮
や
か
な
紅
葉
が
映
え
る
風

景
が
市
内
の
各
地
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
私
は
も
っ
ぱ
ら

食
欲
の
秋
。
と
い
う
こ
と
で
、
寒

さ
の
厳
し
い
冬
に
備
え
、
栄
養
を

蓄
え
て
い
る
毎
日
で
す
。(

S)

美
山
町
樫
原
地
区
に
あ
る
川
上

神
社
に
は
、
田
畑
を
荒
ら
す
カ
ラ

ス
を
追
い
払
い
五
穀
豊
穣
を
祈
る

「
か
ら
す
田
楽
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
祭
り
は
毎
年
十
月
上
旬
に

行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
に
古
く
か

ら
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

田
楽
（
田
植
え
の
際
の
踊
り
）

は
ピ
ン
サ
サ
ラ
（
短
冊
型
の
楽
器
）、

太
鼓
、
笛
方
の
九
人
で
構
成
さ
れ
、

最
長
老
か
ら
大
、
中
、
小
の
太
鼓

を
持
ち
、
ピ
ン
サ
サ
ラ
の
一
人
が

新
入
り
の
役
と
さ
れ
て
い
て
、
カ

ラ
ス
役
を
演
じ
ま
す
。
田
楽
は
神

楽
殿
と
山
の
神
を
祭
っ
た
祠

ほ
こ
ら

の
前

で
行
わ
れ
、
太
鼓
と
笛
に
合
わ
せ

て
舞
う
カ
ラ
ス
役
が
「
カ
ア
カ
ア
」

と
鳴
き
な
が
ら
、
両
足
を
そ
ろ
え

て
前
後
に
飛
び
跳
ね
ま
す
。
山
の

神
で
は
、
の
ろ
し
を
上
げ
、
洗
米

を
食
し
て
山
の
安
全
を
祈
願
し
ま

す
。
最
後
に
、
宮
司
が
弓
で
的
を

射
抜
き
、
五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
す
。

集
ま
っ
た
地
域
の
人
た
ち
は
、

太
鼓
と
笛
が
奏
で
る
素
朴
な
音
色

を
聞
き
な
が
ら
、
家
内
安
全
を
願

っ
て
い
ま
し
た
。

本紙は環境への配慮から、古紙100％の再生紙に、ソイインキ（大豆油）で印刷しています。
Trademark of American Soybean Association

編
集
後
記

川
上
神
社

〝
か
ら
す
田
楽
〞

―
美
山
町
樫
原
地
区
―
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DATADATA
●総人口：36,302人（－17)
（男：17,451人・女：18,851人）

（－10） （－7）

●世帯数：13,579世帯（＋13)
（平成18年10月1日現在）

（ ）内は前月比　

●園部町

「これからも　いっぱいの笑顔を見せてね」（お父さん・お母さんより）

写真掲載の応募をお待ちしています。（応募数によっては順番待ちになることがあります）詳しくは企画情報課秘書広報係まで

大塚
おおつか

貴斗
たか と

くん（4歳9カ月）

魁貴
かい き

くん（3歳2カ月）

琴魅
こと み

ちゃん（0歳8カ月）




